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掲 示 板

Ｖ友の会施設見学会はリハと点字の拠点へ

今年度のボランティア友の会の施設見学会は

当法人の視覚障害リハビリテーションセンター

と点字情報技術センターを訪ねます。当館と同

じライトハウスでも見学された方は少ないと思

いますが、片や視覚障害リハビリテーションの

国内発祥施設、片や当法人草創の施設です。

ぜひ一度、その歴史と現状をご覧ください。

日時 11月25日(火)13:00～16:30

集合 12:30、ＪＲ東西線｢放出駅｣改札口

定員 25人

申込 ３階総務係までどうぞ

盲導犬育成チャリティカレンダーを発売中

可愛いラブラドールのデザインでお馴染みの

イラストレーター小山るみこさん作の2015年版

カレンダーを３階総務係で販売しています。Ａ

４判(見開きＡ３判)、1,000円。売上はすべて

ライトハウスの盲導犬育成費に充てられます。

10月の休館について

10月11日(土)はハッピーマンデーの振替休館

日ですが、８階点字製作係と、５・４・３階は

開室します。11月１日(土)は暦通り開館します。

視覚障害者の安全、安心な外出の実現を！

この夏、盲導犬に対する傷害と点字ブロック

上を歩行中の女生徒への暴行が報じられ、大き

な話題となりました。事件後、当事者団体が行

った緊急のアンケート調査では、回答112人中

４割もの人が外出時に｢体や白杖が接触したり、

厳しい言葉をかけられるなどの対人トラブル｣

を経験したと回答し、中には｢顔や体をたたか

れたり、足を絡められ｣たり、｢邪魔だ。どけ｣

と言われたという体験も報告されました。実は

両事件後、大阪でも当館の利用者が２人相次い

でホームから転落し、骨折する事故が続き、視

覚障害者の外出が如何に危険や不安と隣り合わ

せであるかを、改めて痛感させられました。

暴行や暴言は論外ですが、昨今大いに危惧さ

れるのは、携帯端末を見ながらの街路の歩行、

人や物の点字ブロック上の占拠、自転車の強引

な歩道上の運転など、視覚障害者をはじめ交通

弱者に対する無神経の横行です。少なくとも私

たちは常にそうした注意と配慮を持って外出し、

視覚障害者が安全、安心に歩ける社会の実現を

目指して取り組んでいきましょう。(館長竹下)
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盲導犬についての正しい理解と、温かい見守りを

盲導犬は“短命 “何があっても鳴かない訓練を受けている”は誤り”

埼玉県で７月末、ユーザーと歩行中の盲導犬

が何者かに傷つけられたニュースが８月末に報

じられ、全国で大きな話題となりました。

｢盲導犬を傷つけた犯人は許せない｣｢盲導犬

に危害を加えても『器物損壊罪』しか適用され

、ないのはおかしい｣といった声が聞かれた一方

ショックだったのは、８月30日のＴＢＳテレビ

｢新・情報７DAYS ニュースキャスター｣でビー

トたけしさんが次のような発言を行い、しかも

インターネットの掲示板やツイッターで多数の

支持が寄せられたことです。

「盲導犬は神経を使うから、犬の寿命が16年

なのに８年しか生きられない。そのような犠牲

を受けているのに、今回の事件でさらに盲導犬

が二重の犠牲を受けた 」。

この内容は全くの誤りです。盲導犬の平均寿

命はペット犬の平均寿命よりも長いことが、調

査により明らかになっています。

さらに、｢盲導犬が人の犠牲になっている｣と

いう発言も偏見です。盲導犬はユーザーのパー

トナーとして大事にされ、ユーザーの役に立つ

ことを喜んでいるのです。

こうした発言は、今回被害を受け、犬の異常

に気づいてやれなかったことを悔やみ、悲しん

でいるユーザーはもちろん、盲導犬をかけがえ

のないパートナーとして暮らしているユーザー

にとって耐えがたい仕打ちではないでしょうか。

また、マスコミでの報道の多くが「盲導犬は

傷つけられても吠えない訓練を受けている｣と

いう“虚報”を流し、｢盲導犬はかわいそう｣と

いう意識を視聴者に植え付けています。

その結果、最近、街中で盲導犬ユーザーに対

して批判の声を浴びせる人が出始めました。さ

らに恐ろしいのは模倣犯です。｢本当に何をし

ても鳴かないのか？｣と面白がって、酷いこと

をする人が現れることが危惧されます。

そこで、皆さんにお伝えするとともに、お願

いします。皆さんの周りで盲導犬の話題が出た

時は、ぜひ以下の“事実”を伝えてください。

＊盲導犬は、痛みを我慢して鳴くのをやめ

たり、恐怖に耐えておとなしくするよう

な訓練は一切受けていません。足やシッ

ポを踏まれたら痛がって鳴きます。

＊こういう被害に遭った時、盲導犬は鳴か

ない、動かないのではなく、攻撃的に吠

えたり、噛みつくなどの｢積極的な抵抗｣

をしないということです。これは、盲導

犬になる条件の一つですが、そのような

素養がない犬は訓練の途中でペットや実

演犬などにキャリアチェンジします。

＊盲導犬は子犬の時から、人の愛情をたっ

ぷり注がれて育ち、100％人を信頼して

います。食事や運動など、生活環境が整

った状況で大事にされているからこそ、

ストレスがなく、吠える必要もなく、

いたずらもしないのです。

＊盲導犬を街で見かけたら、温かく、静か

に見守ってください。盲導犬に声をかけ

たり、目を合わせて手を振ったりすると

視覚障害者を誘導中であることを忘れて

しまい、事故につながりかねません。

ユーザーと盲導犬が安心、安全に外を歩ける

よう、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

(録音製作係主任 岡本 昇)

盲導犬は、そっと、静かに見守ってください

センターのページ
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【見学日和～知れば、知るほどおもしろい】

大阪ＹＷＣＡ点字子ども図書室 澤田祐子さんを訪ねて

どこまでも続く 指のかけはし～当初の製作目標３千タイトルを超えて

視覚障害に関係する施設や団体を訪問してご紹介する企画です。第３回目は、全国を対象に点字の

児童書貸出を開始して昨年30年を迎えられた｢大阪YWCA点字子ども図書室｣を見学してきました。代表

の澤田祐子さんに取り組まれている活動内容や、点訳に対する思いを伺いました。(総務係 林田 茂)

ゆうこ

阪急北千里駅を下車、ショッピングセンターを

抜けてちょっぴり急な坂道を登り切った所(徒歩

５分)に活動場所のシャロン千里がありました。

点字子ども図書室をはじめたきっかけ

点訳ボランティア歴が40年を超える澤田さん。

創立時から代表を務められています。1980年の国

際障害者年にちなんで、障害者の方に直接寄与す

るようなことをしたいと大阪YWCA千里センターで

話し合ったことがきっかけになったそうです。

まず、点字を知ってもらうために講習会を企画

し、講師の派遣を当館に相談されたところ｢澤田

さんが講師をすればいいじゃないですか｣と。当

時はとても自信がなかったそうですが、家が近い

ことと、講師をすれば改めて点字も学び直せると

いう思いから引き受けられました。当時、｢点訳

の手引き 第１版｣ができることと重なり、それを

使って半年間(全20回)の講習会を実施。修了者26

人の活動の場として点字図書の製作を開始し、当

センターを含む図書館へ寄贈。製作本には｢窓際

のトットちゃん｣｢動物紳士録｣などがあります。

そんな時、当館で点字の校正をしていると、職

員と視覚障害のお子さんのお母さんが相談する声

が聞こえてきたそうです。｢児童書を探していま

す。子どもにも本を読ませたいけど点字の児童書

をなかなか見つけることができない 。その声が」

きっかけとなり、1983年4月から100タイトルの蔵

書で、点訳児童書の貸出を開始。先行して児童文

庫活動を行っていた千里YWCA子ども図書室代表

上田さん(ペンネーム上条由美子さん)のお力もあ

り、同図書室がとても盛り上がっていたことも後

押しになったそうです。

現在は、メンバーが自宅で点訳したデータを月

曜日に持ち寄って校正作業を行い、貸出作業は月

曜日と木曜日の２日間です。当日も約30人の方が

賑やかに、そして熱心に活動されていました。

点字図書館も顔負けの製作体制

点訳作業と合わせて、製作図書の選書係、貸出

、 、 、係 目録作成係 規則係(点字表記は当館を基準)

助成金係などと役割があります。基本は班で活動

しており、班長会議で意見や情報交換を行ってい

るそうです。点訳はいうまでもなく間違いのない

ようにと、校正を３回行う徹底ぶりでした。

将来の安定的な運営を見すえて

『 』 、｢ 国立国会図書館国際子ども図書館 に貸出

本の管理を引き受けてもらいたい！ 私たちはき

ちっとした本を作っていくので、安定的な運営を

してもらえるのが夢。視覚障害の方も望む形だと

思う｣と語られました。しかし、それは簡単なこ

とではないので、まずは満杯になり２か所に分か

れている書庫の一本化と、今後を見据えた｢手打

ちの点訳図書｣のデータ化を実現し、皆が気持ち

よく活動できるように安定的な運営を図りたい

と、図書室の運営や未来に思いをはせておられる

のが印象的でした。私たちも見習うところがいっ

ぱいです。なんといっても児童書への熱い思いを

聴いていると私も読みたくなりました。

貸出は全国対象。製作数は毎年約100タイトル

で、利用者には完成目録を年４回発送。2014年度

には製作数が3,000タイトルを超える。30年間の

貸出数は延べ4013人、合計12,334タイトル。

点字子ども図書室のURL http://osaka.ywca.or.点字子ども図書室のURL http://osaka.ywca.or.点字子ども図書室のURL http://osaka.ywca.or.点字子ども図書室のURL http://osaka.ywca.or.

jp/other/handicap/handicap01.htmljp/other/handicap/handicap01.htmljp/other/handicap/handicap01.htmljp/other/handicap/handicap01.html

センターのページ
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ｉＰＳ細胞移植手術の成功とロービジョンケア

医療とロービジョンケア、福祉サービスの連携を目指して

9月12日、ｉＰＳ細胞の網膜への移植手術成

功のニュースが日本中を駆け巡りました。これ

は加齢黄斑変性という目の難病の患者に、患者

自身のｉＰＳ細胞(人工多能性幹細胞)から作っ

た網膜色素上皮細胞を移植するという世界初の

手術でした。

毎日、視覚障害の方々に接する私たちにとっ

て、ｉＰＳ細胞を使って最初に移植が行われる

のが網膜であることは数年前からの大きな関心

事でした。期待を持ちつつ注目してきたこの手

術が実施され、その後の経過も順調と聞けたの

はとても嬉しいことです。今回手術の対象とな

った加齢黄斑変性の患者さんやご家族にとって

はもちろんのこと、他の眼疾患やそれ以外の疾

病の方にとっても、新しい医療の第一歩という

意味で今後に期待できるニュースでした。

このプロジェクトを先導されたのは、独立行

政法人理化学研究所(神戸市)の高橋政代先生で

す。先生は研究のかたわら、各地でこのプロジ

ェクトについて講演をされており、常に情報を

発信してこられました。マスコミ等では話題の

大きさ故に、今後の発展に期待する明るい部分

ばかりが大きく取り上げられがちですが、先生

が講演で必ず話をされるのが、｢ロービジョン

ケア｣の必要性です。７月に京都で行われた視

覚障害リハビリテーション研究発表大会の特別

講演でも、手術による視覚の回復はもちろん重

要なことだが、現状で期待される視力の回復は

０.１位までであり、そのために見えにくさを

支援するという｢ロービジョンケア｣は継続的に

実施されるべきだと、特に強調されていました。

ｉＰＳ細胞の移植手術の話題は、多くの視覚

に障害を持つ方に笑顔をもたらしたニュースで

す。今後、手術の件数が増え、ある程度の効果

が出る人が増えてくると、視覚障害のある方は

医療によって視覚が回復すると期待を持たれる

ことでしょう。｢手術で見えるようになるから｣

と当館のような支援機関を訪問しようとしない

方も出てくるかもしれません。手術によって回

復することは望ましいことですが、十分な体制

当館５階でロービジョングッズを紹介する筆者

が整うまでには10年単位の期間が必要と言われ

ています。その期間は見えにくいままでいいの

か、そうではないはずです。福祉側の支援者が、

当事者の見やすい環境作りや、外出時の安全な

移動、仕事を継続するための支援、心理的な支

援といったロービジョンケアを行えば、生活へ

の不安は少し和らげられるでしょうし、できな

いと諦めてしまうことを減らしていけるのだと

思います。

現在、当館５階のサービス部で行っている用

具や図書の紹介、病院の紹介による相談もロー

ビジョンケアです。すべての方が満足するとい

うのは難しいですが、見えなくてできないと諦

めていたことが用具や福祉サービスで可能にな

ると、多くの方が笑顔を取り戻されて帰って行

かれます。このような関わりは大切なことだと

日々感じています。

今後もこうしたロービジョンケアを行い、充

実させていくためには医療との連携は欠かせま

せん。そのためには支援機関から医療機関へ情

報発信していくことも必要ですし、福祉側では

福祉施設間、その他の分野の施設間との連携も

深めていくなども必要でしょう。

大きなニュースに、さまざまな情報が行きか

い、増幅していますが、私たちはｉＰＳ細胞の

移植手術の今後の経過を見守りつつ、私たちが

今できることを行って、より良い支援をしてい

こうと思います。 (サービス部 原田美貴)

センターのページ
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この「感謝報告」欄は､当センターの事業にご協力いただいた方々のお名前と内容を感謝を込めてご紹介

するものです。本号では2014年7･8月分を掲載いたします。大勢の皆様のお名前と幅広い活動内容を限られ

た誌面に収めるため､見にくい編集や掲載順の一部変更､敬称の省略等をどうかお許しください。

        点 字 製 作点 字 製 作点 字 製 作点 字 製 作

月分完成点字図書月分完成点字図書月分完成点字図書月分完成点字図書7･87･87･87･8

23タイトル68冊(書名､編著者､

冊数､点訳者､校正者)

JRニュース8月号 3冊

JRニュース9月号 3冊

点･校:<金曜グループ>井上重子

梶原由美子 小林陽子 都解節子

髙木智佳子 宗像真李子

辻村惇子 丸山順介 雪岡加奈子

瀧田愛子(9月号のみ)

明日へのしょうゆ(塩沢槙) 2冊

点:長田啓子 校:G校正

校:丸山順介

生田流箏曲 夏の曲（替手付）

(宮城道雄) 1冊

点･校:奥村純子 前田美代子

イタリア語プリント 2冊

点･校:グループONE

大阪府公立高等学校前期･後期選

抜試験入試問題解答解説 理科

5冊 点:柴田房子 島谷久美子

身近かな食物による手当て法

(正食協会) 1冊 点:吉原澄江

校:G校正

オーシャンゼリゼ 1冊

点:高橋奈緒己

校:森田恵津子 前田裕子

基礎イタリア講座 (杉本裕之)

9冊 点･校:グループONE

吟詩Ｃ(関西吟詩文化協会) 1冊

点:宍戸邦栄 校:木村寿子

３年間の総まとめ問題集 理科

(新学社編集部) 9冊

点:藤田周子 校:浜田史子

小説大津皇子(上島秀友) 4冊

点:糸山武博 校:G校正

校:岡田允子

数学リピート学習3(西進社編集部)

8冊 点･校:グループオメガ

心理検査 SCT､MSST､AQ日本語版

1冊 点:山下慧子

校:奥川法子 校:木村寿子

序奏と収穫のうた(ドナイエフス

キー作曲) 1冊 点:田中伸子

校:橋本和代

正食クッキングスクールきんぴら

1冊 点:瀧田愛子 校:G校正

正食クッキングスクールひじき

蓮根 1冊 点:瀧田愛子

校:G校正

誰も知らない｢無添加｣のカラクリ

(西島基弘) 2冊

点:今里みづ代 校:加尾美千子

校:丸山順介

にじいろ 1冊 点:奥村純子

校:前田美代子

人気鉄道でめぐる世界遺産

(桜井寛) 3冊 点:山口節子

校:G校正

ほくと通巻第49号 3冊

点･校:G東医

路 1冊 点:待田敏彦

校:古谷豊子(短歌)

G校正(短歌以外)

吉田兼好とは誰だったのか

(大野芳) 5冊 点:野上満智子

校:G校正 校:岡田允子

第２校正完了図書第２校正完了図書第２校正完了図書第２校正完了図書

(２校者名のみを掲載)

オンナの〈建前＝本音〉翻訳

大辞典決定版、猫侍上･下

大蔵継子

お客に言えない食べ物のカラクリ、

全国飲食チェーン本店巡礼、

日本の国会、ブレイキングポ

イント 福元悦子

、思い出の先にはいつも家庭料理

正しいエイジングケア事典、

ビギナーのための法律英語

丸山順介

イタリア２４の都市の物語、

今のピアノでショパンは弾け

ない、緒方洪庵と適塾、

かの名はポンパドール、

身体(からだ)を通して時代を

読む、魚はどこに消えた？、

深海生物学への招待、ティニー､

世界でいちばん貧しい大統領

のスピーチ、花みちくさ、

ひとつひとつ。少しずつ。

岡田允子

みずは無間 国本詔子

アンデスのリトゥーマ、

終わらない挑戦 小林陽子

フォーク名曲事典300曲 笹川雅子

知られざる国オマーン

高橋世貴子 田中陽子

、誰も知らないわたしたちのこと

鉄道旅行週末だけでこんなに

行ける!、東大生に最も向かな

い職業 都解節子

小エビのチリソース殺人事件、

失楽園殺人事件、

二日酔いのバラード 橋詰玲子

野崎観音の謎 八木光子

メモで身につく日常英語

和田俊行

        録 音 製 作録 音 製 作録 音 製 作録 音 製 作

月分完成録音図書月分完成録音図書月分完成録音図書月分完成録音図書7･87･87･87･8

33タイトル(書名､著者､録音時間

音訳者､校正者､編集者)

Nelson Mandela(L･Brown) 5:43

音:西田芳美 校:川端真知子

上田道子 山崎千代子

編:伊東晴子

医療現場における法的対応の実務

(森山満) 9:40 音:前川祐子

校:吉田典子 阪本美紀

感 謝 報 告
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あなたの資産を大きく育てるNISA

完全活用術(鈴木雅光) 5:24

音:多田裕子 校:濵名あきよ

阪本由美子 西田芳美

編:岡 香代子

伊藤園の“自然体”経営

(大倉雄次郎) 7:28

音:水谷和子 校:木村純子

浅野雅子 編:竹下正子

笑顔の架け橋(藤本美郷) 1:51

音:中野靖子 校:前川祐子

本村英子

江戸しぐさ事典(桐山勝) 15:52

音:澤田和代 新庄和代 吉田典子

首藤和恵 鈴木惠子 寺下千秋

平田佳子 辻野玲子 吉川順子

板東由美子 校:浜本裕子

編:木村純子

賢い人の英語コミュニケー

ション法(篠田義明) 4:38

音:上田道子 校:的場操代

伊東晴子 編:山崎千代子

河内キリシタン人物伝(神田宏大)

3:13 音:飯村紀子 校:東 佳子

有末 道 木村純子 編:岡 香代子

希望をつくる仕事ソーシャル

デザイン(ソーシャルデザイン

会議実行委員会) 5:53

音:那須由美子 校:志水節子

大林 緑 浅野雅子 編:岡 香代子

古希祝い(伊藤致雄) 5:09

音:河野晃愛 校:本田睦子

土井賀津子 森 和子

編:町田美樹子

ここまでわかったPM2.5本当の

恐怖(井上浩義) 4:42

音:金井典子 校:夛田禮子

竹田佳代

これならわかるソクラテスの言葉

(プラトン) 3:47 音:吉田典子

校:前川祐子 山中眞理子

町田美樹子 編:八田芙未子

災害と妖怪(畑中章宏) 6:42

音:遠藤敬子 校:山見順子

田宮恭子

｢子育て｣支援ガイドブック

(横島洋志､中川美弥) 14:29

音:寺田美枝子 校:木村純子

久保洋子

残酷なチョコレート(木村二郎)

10:56 音:鈴木栄子

校:本田睦子 古跡眞知子

石井ふみ代 編:浅野雅子

島村楽器エンジョイミュージック

ライフの経営(内呂民世) 8:07

音:岩谷友子 校:山口和葉

青木千代美 阪越紀子

編:石井ふみ代

将棋の歴史(増川宏一) 5:58

音:山本明美 校:竹下正子

松本紀代 酒居よし枝

編:岡 香代子

昭和歌謡黄金時代(五木ひろし)

5:24 音:土井賀津子

校:青木千代美 酒居よし枝

編:鳥生次郎

｢昭和の男｣がなくなる日

(いつか) 4:40 音:髙岡博子

校:宮 清子 寺田美枝子

編:横山時子

新ジュニア音楽辞典(繁下和雄)

8:28 音:濵名あきよ

校:多田裕子

新･日本文壇史第6巻(川西政明)

14:51 音:佐々木マス子

校:片岡珠子 矢切素子

新･日本文壇史第７巻(川西政明)

16:24 音:片岡珠子

校:佐々木マス子

スズメ(三上修) 4:00

音:多田裕子 校:濵名あきよ

松本紀代 壁谷岑子 編:若槻敬子

世界のエリートはなぜ､｢この

基本｣を大事にするのか?

(戸塚隆将) 5:16 音:福池恵理子

校:小林幸子 外園朝代

竹下正子 編:岡 香代子

阪堺電車物語(長岡靖久) 4:04

音:小山久子 校:内藤かほる

山口孝代 竹下正子 編:岡 香代子

世界一素朴な質問､宇宙一美しい

答え(ジェンマ･エルウィン･ハリス)

8:40 音:岡 香代子

校:谷澤 耀子 多田裕子

編:阪本由美子

戦争､貧乏を乗り越えた大阪の

子供の遊び(森下繁) 5:04

音:倉富重雄 校:横山時子

八田芙未子 編:岡 香代子

チョコリエッタ(大島真寿美)

3:47 音:後藤佳代 校:胸永幸子

寺田美枝子 壁谷岑子

編:岡 香代子

流れ者(羽太雄平) 9:59

音:栗本慶子 校:桃井輝子

山本明美 岡 香代子

編:酒居よし枝

パリのアパルトマンから

(アトランさやか) 4:48

音:松浦洋子 校:有末 道

山口孝代 八田芙未子

編:浅野雅子

ビッグ・ファット･キャットと

マスタード･パイ(向山貴彦､

たかしまてつを) 3:57

音:西田芳美 校:川端真知子

伊東晴子 脇本登志子

編:山崎千代子

ミラクルボーイズ(おぎのいずみ)

3:40 音:寺下千秋 校:山見順子

本村英子 編:森 和子

我が君主は天にあり上(浅黄霞雲)

9:52 音:辻野玲子 校:木村純子

植村玲子 編:植田美穂子

        プライベート製作プライベート製作プライベート製作プライベート製作

デイジー図書デイジー図書デイジー図書デイジー図書

愛と超作(本山博) 4:45

音:松浦洋子

いかるがの風地中海叢書 2:14

音･編:松田照子

なぜ､感謝するとうまくいくのか

(五日市剛) 4:14

音･編:眞野祥子
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NHK将棋講座5月号 No.406(日本

放送協会) 8:54 音:外園朝代

黒い禊ぎ(桐生慎) 6:22

音:桃井輝子 校:栗本慶子

現代語訳大乗仏典４(中村元)

7:32 音･編:坪田捷子

呼吸ケア(塩谷隆信) 18:40

音･編:髙橋由紀江

セラピスト入門(東豊) 7:31

音:谷澤耀子 編:髙橋由紀江

そうそうそうなんだよ(山川

静夫) 8:19 音:福本良子

大伝説の勇者の伝説5富士見

ファンタジア文庫(鏡貴也)

5:10 音:松本公丹子

特集 歴史の名著100第20巻第9号

通巻241号(百年社) 34:09

音･編:坪田捷子

なろうとして､なれない時

(上林順一郎) 8:02

音:渡辺周子 校:阪本美紀

はじめての囲碁入門(囲碁編集部)

2:38 音:佐藤公平

リディアードのランニング･バイ

ブル(アーサー･リディアード)

9:05 音･編:松田照子

テキスト化テキスト化テキスト化テキスト化

幸せな職場のつくり方 障がい者

雇用で輝く52の物語

中川幸子

ソフト怪獣紳士録 第36回

レコード探偵団 第36回

西村佐世子 岩井和美

SANYO ステレオデジタルボイス

レコーダー取扱説明書

直江君晏

TEMでわかる人生の経路

森田敏子

ウェスレアン聖書注解 新約篇

第2巻 酒井佐代子

        定 期 刊 行 物定 期 刊 行 物定 期 刊 行 物定 期 刊 行 物

『読書』アンケート封入作業 他『読書』アンケート封入作業 他『読書』アンケート封入作業 他『読書』アンケート封入作業 他

墨字版発送:井川倭文子 板谷照美

日下清香 松本美津子

鱗星千恵子

2014年8･9月号『読書』『読書』『読書』『読書』

デイジー版 1:05

音:本田睦子 校:濵 欣子

墨字版発送:大寺章子 岩井裕美

日置智子 門田江里 善波智恵子

湯川直美 小寺佳美 樋井佳津子

お役立ち目録 2014年8･9月号お役立ち目録 2014年8･9月号お役立ち目録 2014年8･9月号お役立ち目録 2014年8･9月号『『『『

～本屋大賞2011年～2008年～本屋大賞2011年～2008年～本屋大賞2011年～2008年～本屋大賞2011年～2008年

候補作品～ その2』候補作品～ その2』候補作品～ その2』候補作品～ その2』

デイジー版 0:17

音:本田睦子 校:濵 欣子

録音版『近畿視情協新刊案内』『近畿視情協新刊案内』『近畿視情協新刊案内』『近畿視情協新刊案内』

2014年6月号 デイジー版 1:55

2014年7月号 デイジー版 2:24

カセット全2巻

音･校:郡 薫 倉富重雄

『英語よもやま通信』『英語よもやま通信』『英語よもやま通信』『英語よもやま通信』

デイジー版 2014年7月号 2:15

デイジー版 2014年8月号 2:49

音･校･編:伊東晴子 小倉玲子

岡 香代子 川端真知子 小林幸子

志水節子 辻本紀枝 中原尚子

中島 睦 中島美穂 西田芳美

西和田恵子 松浦洋子 的場操代

山下厚子 山崎千代子 脇本登志子

『サイエンスかわら版』『サイエンスかわら版』『サイエンスかわら版』『サイエンスかわら版』

デイジー版 2014年6月号 3:58

デイジー版 2014年7月号 4:06

音･校･編:井駒多津子 北川温子

大桑久美子 河原眞知子

木村純子 竹田佳代 多田裕子

寺田美枝子 濵 欣子 本田睦子

松本紀代 目連雅子 阪本美紀

本村英子

『日経パソコン』『日経パソコン』『日経パソコン』『日経パソコン』

デイジー版 2014年7月号 5:21

デイジー版 2014年8月号 4:05

音･校･編:情報文化センター

石井那智子 遠藤敬子 片岡珠子

大桑久美子 金井典子 桂 公子

川端真知子 北川温子 木村純子

小林幸子 佐山敦子 坂口幸子

佐々木マス子 阪本由美子

多田裕子 夛田禮子 竹田佳代

津川淳子 寺田美枝子 西田芳美

二宮真理 橋本万里 濵名あきよ

浜本裕子 福島博子 松浦洋子

三上 菊 村田 光 目連雅子

山見順子

『子供の科学』『子供の科学』『子供の科学』『子供の科学』

デイジー版 2014年6月号 4:37

デイジー版 2014年7月号 4:33

音･校･編:グループ汐(ゆうしお)

井駒多津子 田中英子 土井明美

澤田美那子 夛田禮子 南浦京子

長田ひとみ 吉川弘美

デイジー版『週刊新潮』『週刊新潮』『週刊新潮』『週刊新潮』

2014年6月26日号 11:59

2014年7月24日号 10:38

荒川尚子 大島幸枝 大塚しづ子

奥 幸子 越智佳子 尾屋智恵子

小倉玲子 上村裕子 金井典子

川添美智子 姜 貞眞 岸野裕子

木村 晶 久下悦子 小西君子

坂田嘉子 阪本美紀 佐藤公平

澤井 稔 澤田玲子 島 美緒

関田通子 大登晴代 武市敦子

竹田美津子 建部節子 田中葉子

玉置明美 津川淳子 辻本真紀子

坪田捷子 冨田久美子 中澤恵子

中元友机子 西岡千代子 浜 洋一

橋村恵子 橋本順子 松浦洋子

前川祐子 松井喜美代 山崎仁子

密山一二三 八十嶋敦子

山内美貴 吉永英子 和田啓子

編集 井駒多津子 古跡眞知子
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2014年7月31日号 9:31

岩谷智子 大島幸枝 大塚しづ子

奥 幸子 越智佳子 尾屋智恵子

上村裕子 加茂みくり 姜 貞眞

川勝美佐子 川添美智子

岸田素子 北川由美子 岸野裕子

坂田嘉子 阪本美紀 佐藤公平

澤田玲子 柴田智美 島 美緒

関田通子 武市敦子 建部節子

田中葉子 津川淳子 辻本真紀子

中澤恵子 中農晃子 中村京子

橋本順子 羽淵雅子 浜 洋一

細井昌子 真見奈津子 村田早苗

松井喜美代 密山一二三

山崎仁子 吉田典子 吉永英子

渡辺周子

編集 町田美樹子

2014年7月3日号 8:51

2014年8月7日号 9:04

乾 郁子 今岡松代 上田啓子

岡村勝彦 奥田和美 柏木和子

加藤紀美子 河原眞知子

黒河典子 斉藤達之助 斉藤良子

正田潤子 城内靖子 竹村京子

中村直美 中村千賀子 中本和代

西田文子 野村美穂子 畑中法子

兵頭つね子 福井和子 深津綾子

福田佳代 森 恒子

編集 中本和代

2014年7月10日号 9:37

上原多美子 長村明子 阪本美紀

阪本由美子 佐藤公平 澤田玲子

鈴木恵子 大登晴代 高田郁恵

武市敦子 堤 富子 橋村恵子

林 由子 永井憲子 向髙寿子

山本スズ子 山本晴代

八十嶋敦子 編集 井駒多津子

2014年7月17日号 9:53

2014年8月14･21日夏季特大号 12:53

有末 道 池田和子 井尻府三重

岩谷友子 上野輝子 太田貴子

大山節子 越智真弓子 加藤和夫

片岡佐知子 姜 貞眞 岸野裕子

北村優美子 帰村千恵 坂口幸子

阪本美紀 阪本由美子 佐藤公平

沢田玲子 鈴木恵子 武市敦子

髙久俊子 田中葉子 詫摩多美子

寺西竹子 当房公子 中村洋子

永井憲子 西村道子 西本美加子

西山トシ子 橋本明子 林 由子

橋本嘉代子 前田アキ 松原和子

松浦洋子 向髙寿子 柳内登喜子

山田栄利子 大和澄子 山下富代

山下 豊 山本スズ子 和田文子

編集 井駒多津子

新潮音訳協力グループ:

グループN-BUN、音訳サークル

「あい 、八幡市民図書館朗読」

ボランティアサークルよむよむ、

デイジー大阪、奈良県視覚障害

者福祉センター｢草笛会｣

        マルチメディアマルチメディアマルチメディアマルチメディア

ＤＡＩＳＹＤＡＩＳＹＤＡＩＳＹＤＡＩＳＹ

～一ツ橋綜合財団助成事業～

マルチメディアデイジー図書を

はじめとする当館の電子書籍は、

公益財団法人一ツ橋綜合財団の

ご助成により製作されています｡

◆テキストデータ

窓 昭和46年3月 第34号

木原富子 新田 優

窓 昭和46年2月 第35号

千徳節子 新田 優

窓 昭和47年2月 第37号

新田 優 木原富子

視覚障害ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ 第11号

木原富子 佐藤久子 千徳節子

新田 優

イチロー

吉田典子 吉川順子

パンフレット

森田敏子

◆テキストDAISY図書

MONTHLY “日本一”明るい経済

新聞7月号

ﾃｷｽﾄ化･DAISY編集:笠松幸彦

MONTHLY “日本一”明るい経済

新聞8月号

ﾃｷｽﾄ化･DAISY編集:酒井佐代子

国防

DAISY編集:森 美恵子

     音 声 解 説 音 声 解 説 音 声 解 説 音 声 解 説

（ボイスぷらす）（ボイスぷらす）（ボイスぷらす）（ボイスぷらす）

◆ガイドCD同期作業

漫才ギャング 竹田佳代

わが母の記 藤井倫子

最高の人生の見つけ方 松原 博

8/29 わろう座映画体験会

「釣りバカ日誌11」ご協力

勝亦悦子 鹿津直美 中嶋真弓

藤井倫子 廣野美代子 松原 博

◆プライベート製作

刑事犬カール4(22～27話)

解説ナレーション･台本･編集:

的場操代 校:中嶋真弓

◆キネマ･アンサンブル

音声解説CD(貸出用)と

シネマ･デイジーの製作・提供

鬼平犯科帳 第1シリーズ 第12話

スペシャル

スティング（シネマ･デイジーのみ）

 館内お手伝い   館内お手伝い   館内お手伝い   館内お手伝い  

整理･情報サービス整理･情報サービス整理･情報サービス整理･情報サービス

井川倭文子 板谷照美 板波キミ

日下清香 逸見恵子 松本美津子

鱗星千恵子

感 謝 報 告



日本ライトハウス展に1,210人がご来場

９月27・28日、難波で開催した｢日本ラ

イトハウス展～全国ロービジョンフェア20

14｣(読売光と愛の事業団共催)は1,210人の

来場者で賑わいました。詳しくは次号で報

告しますが、多くのお客様から｢良かった｣

｢楽しかった｣という声を頂いています。

第44回朗読録音・文科大臣賞を久保洋子

さん、全国表彰を髙梨智子さんが受賞

鉄道弘済会の第44回朗読録音奉仕者表彰

で当館の久保洋子さんが文部科学大臣賞を、

高梨智子さんが全国表彰を受賞され、９月

26日、東京で表彰式が行われました。久保

さんは2002年の全国表彰受賞後も専門図書

の普及・充実に貢献されていることが評価

され、髙梨さんは31年にわたる専門書を含

め184タイトル(1,786時間)の録音実績と、

聴きやすい音訳が評価されました。お二人

のますますのご活躍をお祈りいたします。

11月14日に対面リーディングＶの集い

今年の｢対面リーディングボランティア

の集い｣を11月14日(金)午後１時から４時、

４階会議室で開催します。講師は５階サー

ビス部の竹田幸代職員。利用者の立場から

｢地域における対面での体験談｣を聴きます。

またボランティア同士の意見・情報交換も

行います。お申し込みは対面担当職員まで。

ボランティアの吉田政雄さんがご逝去

1995年10月から昨年まで19年間に亘り、

読み方調べの入力作業をお手伝いいただい

たボランティアの吉田政雄さんが８月３日、

亡くなられたと奥様からお電話をいただき

ました。82歳だったそうです。点字製作係

のパソコンでいつも黙々と入力作業をして

くださっていたお姿が忘れられません。心

からご冥福をお祈りいたします。

あ ゆ みあ ゆ みあ ゆ みあ ゆ み

【９月】

３日 専門点訳理数(高校用)講習会開講

対面リーディング基礎講習会

４日 ボランティア友の会世話人会

19日 鉄道弘済会朗読録音地区表彰式

(水野順子さん、東佳子さん受賞)

20日 オープンデー(館内見学日)

27日 日本ライトハウス展(～28日､なんば)

予 定予 定予 定予 定

【10月】

１日 音訳基礎講習会開講

10日 点訳技術講習会開講

見学：宇治市視覚障害者協会

11日 振替休館(点字製作係と５階サービス

部､４階会議室､３階総務係は開室)

18日 オープンデー(館内見学日、要予約)

23日 全視情協大会(～24日､徳島市:竹下､

岡田､久保田､林田､岡本､奥野､福田､

松本､江島)

31日 わろう座映画体験会｢奇跡のりんご｣

見学：佐賀県立盲学校

日本ライトハウス展では毎回反省編 集編 集編 集編 集

の種が尽きないのですが、誇れる後 記後 記後 記後 記

のはボランティアによるお客様の接遇です。

初日の晩、ネット上にこんな書き込みが公

開されました。｢いつも感心するのはライ

トハウス展が多くのボランティアさんの協

力で成り立っていること。(閉会まで時間

がなかったが)ブースの概要を的確に案内

してくださりすごい｡」長時間の“立ち･歩

き･喋り･待ち”作業のご協力に感謝｡(竹)

2014年10月号ONE BOOK ONE LIFE
ワ ン ブ ツ ク ワ ン ラ イ フ

発 行 社会福祉法人日本ライトハウス

情報文化センター(館長 竹下 亘)

大阪市西区江戸堀1-13-2(〒550-0002)住 所

TEL 06-6441-0015 FAX 06-6441-0095

E-mail info@iccb.jp

表紙絵 武部はつ子

発行日 2014年10月1日

定 価 1部100円 年間購読料1,000円
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感 謝 報 告

図書･情報サービス図書･情報サービス図書･情報サービス図書･情報サービス

足立宣美 飯村康志 岩井正雄

板波キミ 板谷照美 植田美津子

太田貴子 片岡忠克 木畑紀子

帰村千恵 小寺高子 清水美枝子

木村謹治 当房公子 武部はつ子

野間絹子 廣川公栄 逸見恵子

宮嶋昌代 松原和子 森本益子

渡邊洋子 若槻敬子

［茨木市バラの会］河原杏子

菅野淑子 平岡恵美子 百田静代

片倉康子 竹内久代 永崎利恵

森島真由美

◆ 7月の貸出実績◆ 7月の貸出実績◆ 7月の貸出実績◆ 7月の貸出実績

点字 206冊 ＦＤ 0枚

デイジー4006枚 テープ 35巻

◆ 8月の貸出実績◆ 8月の貸出実績◆ 8月の貸出実績◆ 8月の貸出実績

点字 201冊 ＦＤ 0枚

デイジー3996枚 テープ 37巻

情報システム情報システム情報システム情報システム

森田敏子

録音製作録音製作録音製作録音製作

石井ふみ代 小林弘子 堀 マサ子

宮崎ナオヨ

［製作数］

新刊 46タイトル(CD 357枚)

雑誌 8タイトル(1700枚)

(『英語よもやま通信 『近畿視』

情協新刊案内 『子供の科学』』

『サイエンスかわら版 『読書』』

『お役立ち目録 『週刊新潮』』

『日経パソコン ）』

 対面リーディング   対面リーディング   対面リーディング   対面リーディング  

荒河裕子 一色和子 糸井三佐子

伊東晴子 犬塚敬彦 井上惠子

岩見博司 植田純子 内山扶美代

後 恵子 江口不二子 岡崎宏美

小野千佐子 太田貴子 奥 幸子

置塩啓子 荻野珠紀 岡 香代子

奥井秀子 梶川昌弘 片岡佐知子

金井典子 香西麻里子 桂 公子

加納蕙子 神谷考子 川野博子

岸田素子 蔵田ゆみ子 倉都和子

黒瀬勝司 黒部妙子 古賀和子

澤井 稔 柴田智美 渋谷登与子

島 美緒 嶋林茂子 神保克子

妹尾優香 田井京子 高橋節子

高橋美代子 竹下正子 詫摩多美子

建石芳子 建部節子 田那辺優子

谷崎節子 田伏惠子 寺西竹子

乕松益美 中島谷悦子 中野龍子

中澤恵子 中村京子 奈良典子

難波美乃 新田幹子 西村與里子

沼田淨子 野村京子 橋村恵子

畠田幹子 林 久利 廣岡敏雄

林 勇 久野友紀子 福田嘉寿憲

福地京子 藤澤元子 藤田洋子

藤田佳子 麓 孜子 古木昭子

寶田サチヱ 細井昌子 星子鐵郎

細見芳江 本荘一子 前田芳野

増山多惠子 待田敏彦 松谷富子

眞野祥子 松浦洋子 三島啓子

宮坂暁子 宮本和子 望月 明

森田幸子 森田 陞 森本益子

八十嶋敦子 山崎 彰 山本淳子

山田栄利子

７月 利用者18人･108件

ボランティア83人

８月 利用者16人･69件

ボランティア64人

        パソコンサポートパソコンサポートパソコンサポートパソコンサポート

（ボイスネット）（ボイスネット）（ボイスネット）（ボイスネット）

【7月･8月実績】

訪問(2回3人):栗谷博子 原木 眞

福島智子

来館(1回2人):大前雅司

加治川千賀子

例会(1回9人):石川昌宏 伊藤 勇

大前雅司 栗谷博子 坂上照子

福島智子 政所 章 村上栄一

山田充希子

HP更新:中条正信

  ご 寄 附ご 寄 附ご 寄 附ご 寄 附

北白川教会 鉄道弘済会西日本支部

藤井寺市朗読の会ひびき

風仁サロン 栗林定利 小西君子

(敬称略をご容赦下さい)匿名1件

----------------------------

◎ボランティア友の会世話人会

報告

9月4日(木)10:00～11:30

出席者:伊東 片岡 加藤 金井

清水 鳥山 逸見 山本

(館から竹下 林田 加治川)

<館からの報告>

・利用者アンケート実施、盲導

犬刺傷報道について

<協議事項>

・施設見学会の候補地下見報告

・内容検討

<次回>11月６日(木）10:00～

----------------------------

～タッチ～タッチ～タッチ～タッチООООＫ！美術館～Ｋ！美術館～Ｋ！美術館～Ｋ！美術館～

今年の施設見学の候補として

世話人会の数人で見学に行って

きました。

六甲山の大自然に抱かれるよ

、うに建つ｢六甲山の上美術館｣は

日本初の“さわるみゅーじあ

む”です。小泉首相時代、官邸

に飾られていたという木彫の人

物像、宝石彫刻品、石創画、マ

リスという砂絵、ストーンカメ

オ等、すべての作品を心行くま

、で触ることができます。中でも

アレイ・ドーマーが石の層を見

極め、一つの石から彫り上げた

という“ストーンカメオ”は魅

惑的でした(値段も超高額！ 。）

触覚を用いて能動的にものをみ

る(さわる)体験は、まぶたを閉

じても十分新鮮な感覚でした。

今年の施設見学会は別の施設に

なりましたが、季節の良い時期

にこの美術館を一度訪れてみる

のはいかがですか？(その際、六

甲山レジャー切符の利用がおす

すめです！)


